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会長就任のご挨拶 

 
情報システム学会会長 

竹並 輝之 
                                

 このたび、北城前会長を引き継いで情報

システム学会会長に就任いたしました。 

i 

 
 情報システム学会は設立以来 5 年目を迎

えました。この間に、設立の趣旨にご賛同

いただいた個人会員、賛助会員および篤志

家の方々のご支援と、北城恪太郎初代会長

はじめ理事、監事の皆様のご努力により、

会員数も 500 名を超え、オンラインジャー

ナル（学会誌）の発行、研究・発表大会の

開催、講演会、シンポジウムの開催、メー

ルマガジンの配布などを定常的に実施する

ことができました。 
 
 しかし、昨年来の金融危機に端を発した

世界同時不況の影響を受け、情報システム

学会およびその基盤である情報産業界を取

り巻く環境も大きく変わろうとしています。

北城初代会長は、情報システム学会発足の

ご挨拶の中で、社会に役立つ利用者中心の

情報システムを実現していくために、学会

の主要なテーマとして、情報システム人材

の育成、実務家と研究者の交流、これから

の情報システムのあり方の追及の 3 点を挙

げておられます。2 代目会長に就任するに

あたって、これらのテーマを引き継いだ上

で、これからの学会活動のテーマとして以

下の 4 点を挙げたいと思います。 
 
 第 1 は、情報システムが転換期（パラダ

イムシフト）を迎えているということへの

対応です。今までの情報システムは、仕事

の効率化を追求した儲けるための情報シス

テムが主流でし 
た。それにより経済の高度成長が達成され

た反面、今回のような経済不況発生の原因

を作り出したとも言われています。これか

らは、社会を豊かにする情報システムが求

められています。こうした転換期にあたっ

て、情報システム学会では、学会の理念を

「真に人間中心の情報社会を実現すること

に貢献すること」と定め、今年度の総会で

決議しました。また、新情報システム学体

系調査研究委員会を立ち上げて、こうした

潮流の中で今後の情報システムのあるべき

姿を追求して行こうと考えています。 
 
 第 2 は、情報産業活性化への貢献です。

若者のＩＴ離れが進んでいます。ＩＴ産業

は、若者にとって生涯をかけて取り組みた

いと思うやりがいのある職業と思われてい

ないのではないでしょうか。先端技術を駆

使するＩＴ業界にそぐわない、昔ながらの

古い下請け体質の改善、労働環境の改善、

若者への仕事の内容と面白さのＰＲなど取

り組むべき課題はたくさんあるように思い

ます。また、ＩＴで世界をリードするため

の人材育成など教育界にも課題はたくさん

あります。情報システム学会は、こうした
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 第 4 は、学会の運営基盤の確立と会員サ

ービスの充実です。学会運営は、その多く

を会員や役員の方々のボランティア活動に

頼っているのが現状です。しかし、会員数

が増えるとそれにも限界があります。会員

サービスを滞りなく行うために学会事務を

担当する事務局のメンバーと事務所とコン

ピュータ設備を確保して行きます。これに

は費用がかかりますが、魅力的な会員サー

ビスを充実させ、広報活動を積極的に行う

ことによって、賛助会員および個人会員の

数を増やし、財政基盤を安定させて対応し

て行きたいと思っています。 

問題の提起と改善について調査研究を行い、

社会に提言して行きたいと考えています。 
 
 第 3 は、情報システム開発経験の蓄積と

継承です。情報システムは、理論だけでは

成り立たない実務に密着した世界です。そ

こでは、情報システム学会が主要なテーマ

としている、情報システムの企画、開発、

運用、利用にかかわる人間の活動が、人間

中心の有用なシステムの実現への鍵となり

ます。情報システム学会には、企業で情報

システムに長い間かかわってきたベテラン

会員の方々が多数おられます。そうした

方々の匠の技、情報への感性などを若手に

伝承する場を提供できれば良いと思ってい

ます。若手会員の数が少ないので、増やす

努力が必要ですが、講演会、シンポジウム

などを通じて若者の興味に応えるような企

画を提供したいと考えています。 

 
 学会活動に対する、会員の皆様方の積極

的なご参加とご協力をお願いする次第です。 
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